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西尾 賢, 中山 淳, 難波 康祐 : 新規蛍光分子1,3a,6a-トリアザペンタレン類の単分子白色発光への展開, 第54回 日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会 中国四国支部大会,高知市文化プラザかるぽーと, 2015年10月.
伊藤 雅美, 米良 茜, 中山 淳, 難波 康祐 : 1,3a,6a-トリアザペンタレンナノワイヤーの合成研究, 第54回 日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会 中国四国支部大会,高知市文化プラザかるぽーと, 2015年10月.
中山 慎一郎, 中山 淳, 難波 康祐 : LL-Z-1640-2 の不斉全合成研究, 第54回 日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会 中国四国支部大会,高知市文化プラザかるぽーと, 2015年10月.
財間 俊宏, 竹内 公平, 中山 淳, 難波 康祐 : Chippine型アルカロイドDippinine B の不斉全合成研究, 第54回 日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会 中国四国支部大会,高知市文化プラザかるぽーと, 2015年10月.
坂本 光, 大澤 歩, 中山 淳, 難波 康祐 : Calyciphylline G の全合成研究, 第54回 日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会 中国四国支部大会,高知市文化プラザかるぽーと, 2015年10月.
古高 涼太, 淵上 龍一, 中山 淳, 谷野 圭持, 難波 康祐 : Calyciphylline F の全合成研究, 第54回 日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会 中国四国支部大会,高知市文化プラザかるぽーと, 2015年10月.
林 月穂, 大澤 歩, 中山 淳, 吉田 昌裕, 難波 康祐 : グラム陰性菌の鉄取り込み機構解明を指向した鉄イオン応答型蛍光シデロフォアの開発, 第54回 日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会 中国四国支部大会,高知市文化プラザかるぽーと, 2015年10月.
加藤 光貴, 藤本 夏月, 中山 淳, 谷野 圭持, 難波 康祐 : Nagelamide K の全合成研究, 第54回 日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会 中国四国支部大会,高知市文化プラザかるぽーと, 2015年10月.
大橋 栄作, 竹内 公平, 中山 淳, 難波 康祐 : Palau'amineの第二世代合成法の開発, 第54回 日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会 中国四国支部大会,高知市文化プラザかるぽーと, 2015年11月.
難波 康祐 : 有機合成を基盤とした新規機能性分子の合成研究, 徳島大学大学院医歯薬学研究部 第12回公開シンポジウム, 2015年11月.
中山 淳, Okano Akinori, Feng Yiqing, Schammel W. Alex, Boger L. Dale : 耐性菌克服を指向した[ψ[C=(NH)NH]Tpg4]vancomycin 誘導体の創製研究, 第33回メディシナルケミストリーシンポジウム, 2015年11月.
中山 淳 : 耐性菌克服を指向したバンコマイシン誘導体の創製研究, 千葉大学薬学部 第9回化学系若手研究者講演会, 2015年12月.
難波 康祐 : Palau'amineの全合成, 有機合成化学協会東海支部 総合講演会，名古屋大学, 2015年12月.
難波 康祐 : 化学合成の限界に挑むものづくり:palau'amineの全合成, 日本化学会第96春季年会 特別企画「有機合成化学を起点とするものづくり戦略」，同志社大学, 2016年3月.
西尾 賢, 中山 淳, 難波 康祐 : 新規蛍光分子1,3a,6a-Triazapentalene類の単分子白色発光への展開, 日本薬学会第136年会,パシフィコ横浜, 2016年3月.
伊藤 雅美, 米良 茜, 中山 淳, 難波 康祐 : 1,3a,6a-トリアザペンタレンナノワイヤーの合成研究, 日本薬学会第136年会,パシフィコ横浜, 2016年3月.
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林 月穂, 大澤 歩, 中山 淳, 谷野 圭持, 難波 康祐 : Kansuinine A の全合成研究, 日本薬学会第136年会,パシフィコ横浜, 2016年3月.
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Atsushi Nakayama, Nakayama Shinichiro and Kosuke Namba : Total Synthesis and Medicinal Study of Resorcylic Acid Lactone, LL-Z1640-2, The 10th International Symposium. on Integrated Synthesis, Awaji, Hyogo, Japan, Nov. 2016.
難波 康祐 : 有機合成化学:分子を創る，操る，役立てる, 夢ナビライブ2016, インテックス大阪, 2016年6月.
大橋 栄作, 竹内 公平, 中山 淳, 谷野 圭持, 難波 康祐 : Palau'amineの第二世代合成研究, 2016年度第1回(第20回)プロセス化学東四国フォーラムセミナー, 徳島大学, 2016年6月.
大橋 栄作, 竹内 公平, 中山 淳, 谷野 圭持, 難波 康祐 : Palau'amineの第二世代合成研究, 創薬懇話会2016 in 蓼科, エクシブ蓼科, 2016年6月.
中山 慎一朗, 中山 淳, 難波 康祐 : TAK1 LL-Z-1640-2, 創薬懇話会2016 in 蓼科, エクシブ蓼科, 2016年6月.
難波 康祐 : 生物活性天然物の機能解明を志向した実践的合成研究, 第28回万有札幌シンポジウム, フロンティアを超えて:有機化学その先, 北海道大学, 2016年7月.
難波 康祐 : 生物活性天然物の高効率合成研究, 新学術領域「反応集積化が導く中分子戦略:高次生物機能分子の創製」第2回公開成果報告会，千里ライフサイエンスセンター, 2016年7月.
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大橋 栄作, 竹内 公平, 中山 淳, 谷野 圭持, 難波 康祐 : Palau'amineの第二世代合成研究, 第32回若手化学者のための化学道場,にぎたつ会館, 2016年8月.
中山 慎一朗, 中山 淳, 難波 康祐 : TAK1阻害剤 LL-Z-1640-2の不斉全合成, 第32回若手化学者のための化学道場,にぎたつ会館, 2016年8月.
財間 俊宏, 中山 淳, 難波 康祐 : Chippiine型アルカロイドDippinine B の全合成研究, 第32回若手化学者のための化学道場,にぎたつ会館, 2016年8月.
佐藤 亮太, 古高 涼太, 淵上 龍一, 中山 淳, 谷野 圭持, 難波 康祐 : Calyciphylline F の全合成研究, 第32回若手化学者のための化学道場,にぎたつ会館, 2016年8月.
中山 淳 : 天然マクロライドを基盤とした新規多発性骨髄腫治療剤の創製研究, 第32回若手化学者のための化学道場(松山2016), 2016年8月.
難波 康祐 : イネ科植物の鉄イオン取り込み機構に関する有機化学的研究, 第40回日本鉄バイオサイエンス学会学術大会，名古屋大学, 2016年9月.
大橋 栄作, 竹内 公平, 中山 淳, 谷野 圭持, 難波 康祐 : Palau'amineの第二世代合成研究, 第74回パネル討論会:次世代を切り拓く全合成研究の若い力,徳島大学, 2016年10月.
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大橋 栄作, 竹内 公平, 中山 淳, 谷野 圭持, 難波 康祐 : Palau'amineの第二世代合成研究, 第55回日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会 中国四国支部学術大会,就実大学, 2016年11月.
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佐藤 亮太, 古高 涼太, 淵上 龍一, 中山 淳, 谷野 圭持, 難波 康祐 : Calyciphylline F の全合成研究, 第55回日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会 中国四国支部学術大会,就実大学, 2016年11月.
林 月穂, 大澤 歩, 中山 淳, 谷野 圭持, 難波 康祐 : Kansuinine Aの不斉全合成研究, 第55回日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会 中国四国支部学術大会,就実大学, 2016年11月.
向山 はるか, 竹内 公平, 中山 淳, 難波 康祐 : イネ科植物の鉄イオン取り込み機構の解明に向けたムギネ酸プローブの開発, 第55回日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会 中国四国支部学術大会,就実大学, 2016年11月.
佐々木 彩花, 津川 稜, 向山 はるか, 西尾 賢, 中山 淳, 難波 康祐 : ムギネ酸類の実用的合成研究, 第55回日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会 中国四国支部学術大会,就実大学, 2016年11月.
西尾 賢, 中山 淳, 難波 康祐 : 新規蛍光分子1,3a,6a-triazapentalene類を用いた単分子白色発光化合物の創製と発光メカニズム研究, 第55回日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会 中国四国支部学術大会,就実大学, 2016年11月.
佐藤 次朗, 中山 慎一朗, 中山 淳, 難波 康祐 : 抗グラム陰性菌抗生物質Eurotiumide類の網羅的全合成研究, 第55回日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会 中国四国支部学術大会,就実大学, 2016年11月.
牛山 和輝, 石川 裕大, 中山 淳, 須藤 宏城, 谷野 圭持, 難波 康祐 : (+)-LapidilectineBの全合成研究, 第55回日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会 中国四国支部学術大会,就実大学, 2016年11月.
伊藤 雅美, 米良 茜, 中山 淳, 難波 康祐 : 1,3a,6a-ペンタレンナノワイヤーの合成研究, 第55回日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会 中国四国支部学術大会,就実大学, 2016年11月.
岡本 翼, 柴田 弥希, 中山 淳, 難波 康祐 : ピロールの触媒的分子内[4+3]環化付加反応の開発, 第55回日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会 中国四国支部学術大会,就実大学, 2016年11月.
草加 裕基, 中山 淳, 難波 康祐 : 新規AChE阻害剤の創製を目指したリコポセラミン-C(LS-C)の短段階合成研究, 第55回日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会 中国四国支部学術大会,就実大学, 2016年11月.
堤 大洋, 笠井 知世, 中山 淳, 難波 康祐 : アシル化反応におけるDMAP触媒機構に関する研究, 第55回日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会 中国四国支部学術大会,就実大学, 2016年11月.
中山 淳, 中山 慎一朗, 難波 康祐 : Ring-Closing-Metathesis反応を利用した天然マクロライドLL-Z1640-2の不斉全合成, 第55回日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会 中国四国支部学術大会,就実大学, 2016年11月.
佐藤 亮太, 古高 涼太, 淵上 龍一, 中山 淳, 谷野 圭持, 難波 康祐 : Calyciphylline F の全合成研究, 第42回反応と合成の進歩シンポジウム,静岡市清水文化会館マリナート, 2016年11月.
西尾 賢, 中山 淳, 難波 康祐 : 新規蛍光分子1,3a,6a-triazapentalene類を用いた単分子白色発光化合物の創製と発光メカニズム研究, 第22回プロセス化学東四国フォーラムセミナー,徳島大学, 2017年1月.
難波 康祐 : 実用化や機能解明を志向した生物活性天然物の実践的合成研究, 微生物化学研究所講演会，微生物化学研究所, 2017年1月.
難波 康祐 : 生物活性天然物の機能解明を志向した実践的合成研究, 有機合成2月セミナー, 有機化学のニュートレンド2017，大阪科学技術センター, 2017年2月.
難波 康祐 : 生物活性天然物の実践的合成研究, 大阪市立大学談話会，大阪市立大学, 2017年2月.
大橋 栄作, 竹内 公平, 中山 淳, 谷野 圭持, 難波 康祐 : Palau'amineの第二世代合成研究, 日本薬学会第137年会,東北大学, 2017年3月.
財間 俊宏, 中山 淳, 難波 康祐 : Chippiine型アルカロイドDippinine B の全合成研究, 日本薬学会第137年会,東北大学, 2017年3月.
佐藤 亮太, 古高 涼太, 淵上 龍一, 中山 淳, 谷野 圭持, 難波 康祐 : Calyciphylline F の全合成研究, 日本薬学会第137年会,東北大学, 2017年3月.
岡本 翼, 柴田 弥希, 中山 淳, カランジット サンギータ, 難波 康祐 : ピロールの触媒的分子内[4+3]環化付加反応の開発, 日本薬学会第137年会,東北大学, 2017年3月.
牛山 和輝, 石川 裕大, 中山 淳, 須藤 宏城, 谷野 圭持, 難波 康祐 : (+)-LapidilectineBの全合成研究, 日本薬学会第137年会,東北大学, 2017年3月.
米良 茜, 小田 真隆, 中山 淳, カランジット サンギータ, 難波 康祐 : 細菌類の迅速同定を目指した蛍光標識vivrioferrinの合成研究, 日本薬学会第137年会,東北大学, 2017年3月.
佐々木 彩花, 津川 稜, 西尾 賢, 向山 はるか, 占部 敦美, 鈴木 基史, 中山 淳, カランジット サンギータ, 難波 康祐 : アルカリ性不良土壌での農耕を指向したムギネ酸類の実用化研究, 日本薬学会第137年会,東北大学, 2017年3月.
佐藤 次朗, 中山 慎一朗, 中山 淳, 難波 康祐 : Eurotiumide類の網羅的不斉全合成研究, 日本薬学会第137年会,東北大学, 2017年3月.
中山 淳, 佐藤 次朗, 難波 康祐 : フジツボ着床阻害活性を有する天然物Eurotiumide Bの全合成と蛍光プローブへの展開, 2017年度日本付着生物学会総会・研究集会, 2017年3月.
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